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撮
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酒
田
市
名
誉
市
民
の
中
村
恒
也
氏

が
、
去
る
平
成
30
年
12
月
25
日
、
長
野

県
諏
訪
市
の
自
宅
で
お
亡
く
な
り
に
な

り
ま
し
た
（
95
歳
）。

　
中
村
恒
也
氏
は
、
大
正
12
年
３
月
８

日
酒
田
市
に
生
ま
れ
、
昭
和
19
年
９
月

日
本
大
学
理
工
学
部
機
械
工
学
科
を
卒

業
、
同
年
10
月
㈱
第
二
精
工
舎
（
現
セ

こ
の
功
績
が
評
価
さ
れ
、
平
成
５
年
に

米
国
環
境
保
護
庁
か
ら
成
層
圏
オ
ゾ
ン

層
保
護
賞
個
人
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
㈱
諏
訪
精
工
舎
（
現
セ
イ
コ
ー

エ
プ
ソ
ン
㈱
）
取
締
役
、
セ
イ
コ
ー
エ

プ
ソ
ン
㈱
社
長
と
し
て
、
腕
時
計
事
業

を
育
成・
拡
大
し
、
さ
ら
に
プ
リ
ン
タ
ー

な
ど
の
情
報
機
器
関
連
事
業
や
電
子
デ

バ
イ
ス
事
業
へ
の
多
角
化
を
成
功
裏
に

導
い
て
き
ま
し
た
。
本
市
が
先
端
技
術

産
業
の
誘
致
を
切
望
し
て
い
た
時
に
、

当
時
海
外
進
出
も
含
め
工
場
建
設
を
検

討
し
て
い
た
中
で
、
酒
田
へ
の
事
業
展

開
を
決
断
し
て
い
た
だ
き
、
昭
和
60
年

庄
内
電
子
工
業
㈱
（
現
東
北
エ
プ
ソ
ン

㈱
）
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
本
市
出
身
で
あ
る
中
村
氏
の
ご

尽
力
に
よ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
中
村
氏
は
世
界
的
指
揮
者
の

小
澤
征
爾
氏
率
い
る
サ
イ
ト
ウ
・
キ
ネ

ン
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
楽
活
動
を
支

え
、
海
外
公
演
な
ど
の
活
動
を
全
面
的

に
支
援
す
る
な
ど
、
サ
イ
ト
ウ
・
キ
ネ

ン
財
団
の
設
立
に
も
中
心
的
役
割
を
果

た
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ

り
、
小
澤
征
爾
氏
と
サ
イ
ト
ウ
・
キ
ネ

ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
松
本
実
行
委
員

会
は
平
成
11
年
に
菊
地
寛
賞
を
受
章
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　
名
誉
市
民
と
な
ら
れ
た
後
、
中
村
氏

の
寄
付
金
を
も
と
に
創
設
さ
れ
た
「
中

村
も
の
づ
く
り
基
金
」
は
、
毎
年
、
中

村
も
の
づ
く
り
塾
や
教
室
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
が
も
の
づ
く
り
に
興
味
を
持

つ
よ
う
な
事
業
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
世
界
的
な
技
術
開
発

に
よ
り
、
科
学
技
術
の
振
興
と
産
業
の

発
展
に
尽
く
さ
れ
た
中
村
氏
の
功
績
は

誠
に
顕
著
で
あ
り
ま
す
。
古
里
酒
田
へ

の
愛
を
忘
れ
ず
、
本
市
に
多
大
な
ご
貢

献
を
さ
れ
た
中
村
氏
の
ご
冥
福
を
心
よ

り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

イ
コ
ー
イ
ン
ス
ツ
ル
㈱
）
に
入
社
さ
れ

ま
し
た
。
翌
年
疎
開
先
の
諏
訪
工
場（
の

ち
の
㈱
諏
訪
精
工
舎
）
に
転
勤
と
な
っ

た
中
村
氏
は
、
主
に
腕
時
計
の
開
発
設

計
者
と
し
て
次
々
と
新
製
品
を
生
み
出

し
、
昭
和
32
年
米
国
時
計
学
会
日
本
支

部
で
行
わ
れ
た
腕
時
計
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
、
中
村
氏
が
独
自
設
計
し
た
「
セ
イ

コ
ー 

マ
ー
ベ
ル
」
が
外
国
製
品
を
抜
い

て
第
１
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
な
ど
高
く

評
価
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
時
計
の
精

度
向
上
を
追
及
し
、水
晶
発
振
（
ク
オ
ー

ツ
）
技
術
の
開
発
研
究
に
精
励
さ
れ
、

昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、

中
村
氏
が
開
発
を
推
進
し
た
卓
上
型
水

晶
時
計
が
公
式
時
計
に
採
用
さ
れ
、
日

本
の
技
術
力
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

に
至
り
ま
し
た
。
こ
の
功
績
に
よ
り
、

昭
和
39
年
科
学
技
術
庁
長
官
賞
科
学
技

術
功
労
者
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
村
氏
は
、
さ
ら
に
水
晶
時
計
の
研

究
に
邁
進
さ
れ
、
昭
和
44
年
に
は
世
界

初
の
ク
オ
ー
ツ
腕
時
計
の
商
品
化
に
成

功
。
世
界
中
で
「
時
計
の
革
命
」
と
評

さ
れ
た
こ
の
功
績
に
よ
り
、
昭
和
61
年

藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
中
村
氏
は
自
然
と
の
共
存
に
も
心
を

砕
か
れ
、
世
界
的
な
環
境
問
題
と
な
っ

て
い
た
フ
ロ
ン
ガ
ス
の
代
替
技
術
の
開

発
・
実
用
化
の
み
な
ら
ず
、
外
部
各
種

団
体
の
フ
ロ
ン
レ
ス
活
動
に
も
積
極
的

に
協
力
、連
携
を
図
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
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「
将
棋
は
、
父
と
兄
が
指
し
て
い
る

の
を
見
て
覚
え
ま
し
た
。
３
日
く
ら

い
で
ル
ー
ル
を
覚
え
、
一
度
も
反
則
負

け
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
仰

天
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
こ
と
も
な
げ
に

語
る
阿
部
さ
ん
。「
始
め
る
な
ら
早
い

方
が
い
い
。
頭
が
柔
ら
か
く
吸
収
も

早
い
で
す
か
ら
。
そ
れ
に
将
棋
の
世

界
は
個
人
と
個
人
の
戦
い
で
、
競
争

は
小
さ
い
頃
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
ん

で
す
」
と
語
り
ま
す
。

　
阿
部
さ
ん
は
市
内
の
将
棋
道
場
で

腕
を
磨
き
、
中
学
１
年
生
で
全
国
大

会
準
優
勝
。
そ
の
後
、
日
本
将
棋
連

盟
の
奨
励
会
に
所
属
、
平
成
21
年
に

プ
ロ
棋
士
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し

た
。
そ
の
後
は
、
新
人
王
の
獲
得
や
、

羽
生
善
治
九
段
に
勝
利
す
る
な
ど
、

め
ざ
ま
し
い
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
東
京
に
住
み
、
数
々
の
対
局
に
臨

ん
で
き
た
阿
部
さ
ん
で
す
が
、
平
成

29
年
５
月
、
練
習
や
生
活
を
見
直
す

た
め
に
酒
田
に
戻
り
ま
す
。
東
京
と

の
違
い
を
聞
く
と
「
移
動
の
距
離
は

増
え
ま
す
が
、
成
績
に
変
化
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
ち
ら
で
し
っ
か
り

と
栄
養
の
あ
る
も
の
を
食
べ
て
生
活

す
る
こ
と
で
、
集
中
力
が
増
し
ま
し

た
」
と
の
答
え
。

　
阿
部
さ
ん
は
近
い
将
来
再
び
酒
田

を
離
れ
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
の

こ
と
。「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
影
響
か
、

宿
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
」
と
い
う
の
が
理
由
。

　
し
か
し
阿
部
さ
ん
は
、
酒
田
を
離

れ
た
と
し
て
も
、
度
々
帰
っ
て
く
る
つ

も
り
だ
と
か
。

「
庄
内
は
、
県
内
で
も
強
い
棋
士
を

輩
出
し
て
い
る
土
地
で
す
。
将
棋
を

楽
し
む
た
め
に
は
環
境
の
整
備
が
重

要
。
今
後
も
地
元
で
将
棋
の
楽
し
さ

を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
、
普
及
活

動
に
も
意
欲
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

　
最
後
に
阿
部
さ
ん
に
、
今
後
の
目

標
を
尋
ね
ま
し
た
。

「
ま
ず
は
勝
率
７
割
を
目
指
し
ま
す
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
上
の
段
位
や
、
タ
イ

ト
ル
獲
得
も
意
識
し
て
や
っ
て
い
き

た
い
で
す
」

　
将
棋
盤
を
見
つ
め
な
が
ら
も
、
意

識
は
常
に
未
来
へ
。
棋
界
に
旋
風
を

巻
き
起
こ
す
べ
く
、
阿
部
さ
ん
の
挑

戦
は
続
き
ま
す
。

古
里
酒
田
へ

天
賦
の
才

Contents もくじ 2月 1日号
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さかたの風
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古
里
を
胸
に
、更
な
る
高
み
を
目
指
す

　
昭
和
40
年
代
以
前
の
に
か
ほ
市

巾
山
丘
陵
で
は
、
夜
に
は
星
よ
り

も
明
る
く
明
か
り
が
と
も
り
、
ま

ば
ゆ
い
夜
景
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
は
当
時
稼
働
し
て
い
た

院
内
油
田
の
明
か
り
で
し
た
。
院

内
油
田
は
大
正
11
年
に
上
小
国
集

落
付
近
か
ら
開
発
が
始
ま
り
、
そ

の
後
は
北
側
や
桂
坂
集
落
に
開
発

が
広
が
り
ま
し
た
。
し
か
し
平
成

７
年
に
は
閉
山
と
な
り
、
現
在
は

一
部
が
近
代
化
産
業
遺
産
と
し
て

保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
か
つ
て
秋
田
県
は
国
内
有
数
の

油
田
地
帯
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

明
治
６
年
の
秋
田
市
旭
川
油
田
の

開
発
の
後
、
明
治
後
期
〜
昭
和
初

期
を
中
心
に
多
く
の
油
田
が
開
発

さ
れ
ま
し
た
。
黒
川
、豊
川
、八
森
、

由
利
、
八
橋
、
院
内
、
桂
坂
、
小

滝
が
当
時
の
油
田
と
し
て
挙
げ
ら

れ
、
中
で
も
院
内
油
田
は
秋
田
市

の
八
橋
油
田
と
並
ぶ
大
規
模
な
油

田
で
あ
り
、
一
日
当
た
り
の
産
出

量
が
日
本
最
大
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
昭
和
30
年
代
ま
で
県
内

の
多
く
の
油
田
は
稼
働
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
急
速
に
減
退
し
、

多
く
の
油
田
は
閉
山
し
ま
し
た
。

　
秋
田
県
内
に
は
わ
ず
か
な
が
ら

現
在
で
も
採
油
し
て
い
る
油
田
も

あ
り
、
秋
田
市
で
は
住
宅
地
に
隣

接
す
る
油
田
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
一
見
す
る
と
か
つ
て
の
院

内
油
田
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
っ
て
見

え
ま
す
。
ぜ
ひ
産
業
遺
産
の
院
内

油
田
跡
と
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問市交流観光課観光戦略係 ☎26-5759

秋
田
の
油
田
地
帯
と
院
内
油
田

▲秋田市内で稼動する油田

鳥 海 山 ・ 飛 島 ジ オ パ ー ク
日本海と大地がつくる 水と命の循環

リレーコラム 第50回

秋田大学大学院国際資源学研究科
資源地球科学専攻長・教授

大場　司氏

は
ば  

や
ま

静
ま
り
返
っ
た
部
屋
に
響
く「
パ
シ
ン
」と
い
う
乾
い
た
音
。

鋭
い
視
線
で
盤
上
を
見
渡
し
、10
手
以
上
先
の
戦
局
に
思
い
を
は
せ
る
。

厳
し
い
勝
負
の
世
界
に
身
を
置
く

そ
の
若
者
の
名
は
、阿
部
健
治
郎
。

本
市
出
身
、棋
界
で
活
躍
す
る
郷
土
の
星
で
す
。

Sakata no
Kaze

さかたの阿
部 

健
治
郎
さ
ん

（
公
社
）日
本
将
棋
連
盟
棋
士 

七
段

A
B

E
 K

E
N

JIR
O
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平
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」
と
、
普
及
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に
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ぞ
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最
後
に
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部
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に
、
今
後
の
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を
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夢は特賞

ZOOM UP SAKATA

1/21

若者の定着のために1/21

往時の酒田に思いを馳せて1/19 最後のコンテスト1/14 年の瀬の松山で12/25
平成30年

雪の鳥海高原をトレッキング1/18アランマーレ、意地を見せる1/20

沖縄での貴重な経験を報告1/19パラスポーツの魅力にふれる1/20貴重な文化財を火災から守る1/25

新年への決意新たに1/5

和歌の調べにのせて1/12

　プレステージ・インタ
ーナショナル アランマー
レのホームゲームが、山
形県総合運動公園総合
体育館（天童市）で行
われました。リーグ2位の
ＪＡぎふリオレーナ相手に
健闘するも、惜しくも敗戦。
2月2日（土）、3日（日）
の酒田大会に必勝を期
します。

　新春書初め会が総合
文化センターで行われま
した。参加した小学生た
ちは、真剣な表情で筆を
握り、思い思いに書き初
めを行いました。

　初心者のためのトレッキング講習会が、八幡地域の
鳥海高原家族旅行村周辺で行われ、参加者はかんじき
やスノーシューを使ったトレッキングを体験しました。同講

習会は2月16
日（土）にも行
われます。

　北前船講演会が総合文化センターで行われ、平成
29年度庄内文化賞受賞者で鶴岡市市史編さん委員の
本間勝喜氏が、かつて酒田にあった「御米置場」に

ついて講演しま
した。

　庄内若者定着促進シンポジウムが、ガーデンパレス
みずほ（みずほ二丁目）で行われました。県内4地域で
最も低い庄内地域の若者の定着率向上に向け、活発

に意見が交換
されました。

　第58回私の街さかた写真コンテスト表彰式が、土門
拳記念館で行われました。今回で最後となる同コンテス
トで見事入賞した10人のうち9人が出席し、丸山市長か

ら表彰を受けま
した。

　まつやま歳の市が、松山地域のにぎわい広場で行わ
れました。新しい年を迎えるため、多くの市民が新鮮な
野菜などを買い求めました。

　第37回肢体不自由児・者の美術展／デジタル写真
展絵画部門で2回目の佳作賞を受賞した阿部響愛さんが
表敬訪問で市役所に訪れました。年齢制限のない同展

で特賞を獲るの
が夢だと語る阿
部さん。今後の
作品制作にも
期待です。

　総合文化センターで第26回「少年の翼」報告会が
行われました。参加した小学5年・6年生の児童は沖縄
での活動や交流を振り返り、気候や文化の違いに驚い

たこと、遠く
離れた沖縄に
友達ができた
喜び、平和の
大 切さなどを
発表しました。

　本市とあいおいニッセイ同和損害保険（株）が連携協
定を締結し、連携事業としてパラスポーツと心のバリア
フリー＆ニュージーランドフェアが開催されました。デフサ
ッカー選手などによるトークセッションの他、ボッチャ体験

や食を味わうブ
ースもあり、来
場 者は楽しく
パラスポーツな
どについて学
びました。

　1月26日の「文化財防火デー」に合わせ、1月23日
～ 28日に、市内の文化財施設で立ち入り検査と消防

訓練が行われ
ました。

　八幡タウンセンターで、やわた百人一首大会が行わ
れました。参加した子どもたちは、読み上げられる上の
句に真剣に耳を傾け、札を取り合っていました。

あの日あの時の気になるニュースや
明るい話題を振り返ります。
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市・県
民
税
の
申
告
受
付・相
談
日
程

【
酒
田
地
域
】
左
表
の
通
り

【
八
幡
・
松
山
・
平
田
地
域
】
本
紙
折

り
込
み
チ
ラ
シ
の
通
り

期
　
日

場
　
所

2
月
8
日
㈮
上
田
コ
ミ
セ
ン

2
月
12
日
㈫

※
１

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
結
い
（
Ｊ
Ａ
庄

内
み
ど
り
旧
酒
田
北
部
支
店
。

千
日
町
）、
Ｊ
Ａ
庄
内
み
ど
り

酒
田
み
な
み
支
店
（
亀
ケ
崎
五

丁
目
）

2
月
13
日
㈬
南
遊
佐
コ
ミ
セ
ン
、
中
平
田
コ

ミ
セ
ン

2
月
14
日
㈭
北
平
田
コ
ミ
セ
ン
、浜
中
コ
ミ
セ
ン

2
月
15
日
㈮
Ｊ
Ａ
庄
内
み
ど
り
酒
田
き
た
支
店（
本
楯
）

2
月
18
日
㈪
酒
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー（
広
野
）

2
月
19
日
㈫
東
平
田
コ
ミ
セ
ン

2
月
20
日
㈬
新
堀
コ
ミ
セ
ン

2
月
21
日
㈭
西
荒
瀬
コ
ミ
セ
ン

2
月
22
日
㈮
Ｊ
Ａ
そ
で
う
ら
本
所
総
合
会
館

（
坂
野
辺
新
田
）

2
月
25
日
㈪

～
3
月
15
日

㈮
※
２

市
役
所
7
階
7
0
3
会
議
室

時
間
／
午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時
（
※
１ 

午
前
9
時
30
分
～
正
午
、
※
２ 

午
前
9
時
～

午
後
4
時
）

◆
平
日
の
み
の
受
付
。
た
だ
し
、
３
月
10
日

㈰
午
前
９
時
～
午
後
３
時
は
市
役
所
で
申
告

を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

問
市
税
務
課
市
民
税
係 

☎
２
６-

５
７
１
３

　
【
確
定
申
告
】酒
田
税
務
署 

☎
３
３-

１
４
５
０

市・県
民
税
の
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す

市・県
民
税
の
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

　

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市
に

住
所
が
あ
る
方
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方
。
た
だ
し
確
定
申
告
を
し
た

方
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
は
不
要
で

す
。

◦
給
与
支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か
ら
市

に
未
提
出
の
方
（
年
末
調
整
済
み
の
給

与
所
得
者
は
通
常
申
告
不
要
で
す
）

◦
給
与
お
よ
び
公
的
年
金
以
外
の
所
得

が
あ
っ
た
方
（
確
定
申
告
が
不
要
の
20

万
円
以
下
の
所
得
で
も
必
要
で
す
）

◦
給
与
、
公
的
年
金
の
所
得
者
で
、
医

療
費
控
除
な
ど
を
追
加
し
て
所
得
控
除

を
受
け
よ
う
と
す
る
方

◦
所
得
の
な
い
方
の
う
ち
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者
（
申
告
が
な
い
と
、
国
民

健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
な
ど
を
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

◆
障
害
年
金
お
よ
び
遺
族
年
金
は
課
税

対
象
の
収
入
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

失
業
給
付
、
労
災
保
険
給
付
は
原
則
、

非
課
税
で
す
。

◆
郵
送
の
場
合
は
原
本
を
添
付
し
て
送

付
し
て
く
だ
さ
い
（
た
だ
し
②
③
お
よ

び
⑤
の
う
ち
障
害
者
控
除
に
関
す
る
書

類
は
そ
の
写
し
を
添
付
）。

◆
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
な
い

方
で
も
、
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を

受
け
、
障
が
い
者
控
除
対
象
者
認
定
書

が
あ
れ
ば
、
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
認
定
書
の
交
付
に
つ

い
て
は
、
市
介
護
保
険
課
介
護
認
定
係

☎
２
６-

５
７
３
２
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

◆
お
む
つ
代
を
医
療
費
控
除
と
し
て
申

告
す
る
場
合
、
お
む
つ
使
用
証
明
書
が

必
要
で
す
。
１
年
目
は
主
治
医
に
よ
る

証
明
書
が
必
要
で
す
。
２
年
目
以
降
は

市
介
護
保
険
課
介
護
認
定
係
に
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
証
明
書
な
ど
が
な
い
と
、
控
除
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
市
・
県
民
税
の
申
告
に
必
要
な
も
の

名
　
称

備
　
考

①
印
鑑

朱
肉
を
用
い
る
も
の
（
認
め
印
可
）

②
個
人
番
号
確
認

書
類

個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
個
人
番
号
が
記
載
さ
れ

た
住
民
票
の
写
し
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
つ

③
身
元
確
認
書
類

【
顔
写
真
付
き
の
場
合
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

障
害
者
手
帳
、
在
留
カ
ー
ド
な
ど
の
う
ち
い
ず
れ
か
１
つ

【
顔
写
真
の
無
い
場
合
】
保
険
証
、
身
分
証
明
書
、
源
泉
徴
収
票
、
納
税

通
知
書
、
国
税
・
地
方
税
・
社
会
保
険
料
・
公
共
料
金
の
領
収
書
な
ど
の

う
ち
い
ず
れ
か
２
つ

④
平
成
30
年
中
の

所
得
計
算
の
資
料

と
な
る
も
の

給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票
、
報
酬
な
ど
の
支
払
調
書
、
帳
簿
、
収
支

内
訳
書
、
領
収
書
・
請
求
書
な
ど
。
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
の
あ

る
方
は
、
事
前
に
帳
簿
な
ど
を
整
理
し
て
収
支
内
訳
書
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い

⑤
平
成
30
年
中
の

所
得
控
除
計
算
の

資
料
と
な
る
も
の

生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
の
控
除
証
明
書
、
医
療
費
の
明
細
書
・
領

収
書
、
社
会
保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
税
、
国
民
年
金
な
ど
）、
小
規
模

企
業
共
済
な
ど
の
掛
け
金
の
支
払
証
明
書
や
領
収
書
、
障
害
者
手
帳
な

ど
。
医
療
費
の
領
収
書
は
事
前
に
整
理
し
、
明
細
書
を
作
成
し
て
く
だ
さ

い
。
様
式
は
市
役
所
２
階
税
務
課
に
あ
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
（
任
意
の
様
式
で
も
可
）

⑥
代
理
人
の
場
合

委
任
状
と
代
理
人

の
身
元
確
認
書
類

委
任
状
の
様
式
は
任
意
（
個
人
番
号
の
提
供
を
受
け
る
権
限
を
委
任
す
る

旨
の
記
載
が
あ
る
も
の
、
本
人
自
署
）。
身
元
確
認
書
類
は
③
と
同
じ
。

本
人
に
よ
る
自
署
が
難
し
い
場
合
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
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平
成
30
年
分
の
確
定
申
告
に
関
し
て

●
確
定
申
告
書
の
提
出
期
限
お
よ
び
納

期
限

【
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、

贈
与
税
】３
月
15
日
㈮ 

【
個
人
事
業
者

の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
】４
月

１
日
㈪

●
確
定
申
告
書
作
成
会
場

場
所
／
酒
田
税
務
署（
光
ケ
丘
二
丁
目
） 

期
間
／
２
月
18
日
㈪
～
３
月
15
日
㈮
の

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
受
け
付

け
は
４
時
ま
で
）

◆
会
場
開
設
期
間
前
は
待
ち
時
間
が
長

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
会
場

開
設
期
間
中
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
申
告
書
作
成
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ

っ
て
は
、
早
め
に
相
談
受
け
付
け
を
終

了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
確
定
申
告
書
は
自
宅
で
作
成
し
ｅイ
ー-

Ｔタ
ッ
ク
ス
ａ
ｘ
や
郵
送
な
ど
で
提
出
で
き
ま
す

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
右
記
税
目

の
確
定
申
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

作
成
し
た
確
定
申
告
書
は
、
電
子
申

告（
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
）で
送
信
で
き
る
ほ
か
、

印
刷
（
白
黒
印
刷
可
）
し
た
確
定
申
告

書
を
郵
送
ま
た
は
税
務
署
窓
口
、
税
務

署
玄
関
前
の
時
間
外
収
受
箱
に
直
接
で

も
提
出
で
き
ま
す
。

1．最終処分場における測定結果
⑴地下水、放流水の放射性物質濃度� 単位：ベクレル／リットル

月日 試料名 セシウム134 セシウム137 合計 基準値※1

1／9

地下水上流 不検出 不検出 不検出
（セシウム134濃度÷60）
＋（セシウム137濃度÷90）≦1地下水下流 不検出 不検出 不検出

放流水 不検出 不検出 不検出

⑵空間放射線量率� 単位：マイクロシーベルト／時間

測定地点（高さ1㍍） 12／27 1／8 1／15 1／21 基準値※1

敷地境界（4地点） 0.03
〜0.04

0.03
〜0.04

0.03
〜0.04

0.03
〜0.04 0.19以下

バックグラウンド※2 0.04 0.04 0.04 0.04

2．最終処分場周辺地域における測定結果
空間放射線量率� 単位：マイクロシーベルト／時間

測定地点（高さ1㍍） 1／4 1／17 基準値※1

大平公会堂 0.04 0.05 0.19以下

※1基準値／「災害廃棄物
等の山形県内への受け入れ
に関する基本的な考え方」に
示されている値
※2バックグラウンド／自然放
射線量を示し、敷地内で災害
廃棄物の影響を受けない十
分に離れた地点

　　　　　　　　　　　　　　災害廃棄物の処理に関する測定結果について
　市では、平成24年12月28日をもって災害廃棄物の受け入れを終了しま
したが、酒田地区広域行政組合最終処分場（埋立地）および周辺地域に
おける放射線量などの測定を継続し、安全性を確認しています。測定結
果は下表の通りです。この結果は、市ホームページでも公表しています。

問市環境衛生課管理係 ☎31-0933

対
象
／
本
市
に
住
民
登
録
を
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
１
度
も
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
方
で
、
次

の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
方

◦
平
成
30
年
度
中
に
65
歳
、
70
歳
、
75

歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１

０
０
歳
に
な
る
方 

◦
60
歳
か
ら
65
歳

未
満
の
方
で
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の

機
能
に
日
常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ

る
程
度
の
障
が
い
が
あ
る
方

◆
詳
し
く
は
、
本
紙
平
成
30
年
４
月
16

日
号
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

●
支
払
い
方
法

【
現
金（
納
付
書
）】金
融
機
関
、
郵
便
局
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
付

で
き
ま
す

【
口
座
振
替
】届
け
出
の
あ
っ
た
口
座
よ

り
引
き
落
と
し
ま
す
。
口
座
振
替
を
行

う
金
融
機
関
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

【
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
】継
続
的
に
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
立
て
替
え
納

問
市
健
康
課
保
健
予
防
係 

　

☎
２
４-

５
７
３
３

問
市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係 

☎
２

６-

５
７
２
８
、
鶴
岡
年
金
事
務
所 

☎
０
２
３
５-

２
３-
５
０
４
０

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
助
成
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は

支
払
い
方
法
が
選
べ
ま
す

付
を
行
い
ま
す
。
鶴
岡
年
金
事
務
所
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

◆
前
納
（
ま
と
め
て
前
払
い
）
に
よ
り

保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。
４
月
か
ら

の
口
座
振
替
お
よ
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
前
納
（
２
年
・
１
年
・
６
か
月
）

の
申
込
期
限
は
２
月
28
日
㈭
で
す
。

◆
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

広
く
市
民
を
対
象
と
し
た
会
員
募

集
記
事
を
本
紙
３
月
16
日
号
に
折
り

込
む
予
定
で
す
。

対
象
団
体
／
福
祉
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
活
動
な
ど
を
し
て
い
る
市
民
団
体

（
営
利
・
政
治
・
宗
教
団
体
は
除
く
）

申
し
込
み
／
２
月
20
日
㈬
（
必
着
）

ま
で
、「
私
の
街
さ
か
た
掲
載
希
望
」

と
明
記
の
上
、
①
団
体
名 

②
連
絡

先
（
代
表
者
氏
名
、
電
話
番
号
、
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号
） 

③
活
動
内
容

（
50
字
以
内
） 

④
募
集
対
象
者 

⑤
活

動
日
時
・
場
所 

⑥
費
用
（
入
会
費
、

会
費
な
ど
）
を
記
入
し
、
〒
９
９
８

-
８
５
４
０
（
住
所
不
要
） 

酒
田
市

市
長
公
室
広
報
広
聴
係
へ 

5
２
６-

３
６
８
８
、
koho@

city.sakata. 
lg.jp 問

市
長
公
室
広
報
広
聴
係 

　

☎
２
６-

５
７
０
６

市
広
報
で
サ
ー
ク
ル
会
員
を

募
集
し
ま
せ
ん
か
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駅
前
再
開
発
で
は
、
建
設
工
事
が
い

よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。
新
公
共
施
設
の

酒
田
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ポ
ー
ト

（
仮
称
）
の
現
在
の
具
体
的
な
管
理
運

用
の
検
討
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

指
定
管
理
者
の

募
集
開
始

２
０
１
９
年
４
月
ご
ろ

Ａ
棟（
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

セ
ン
タ
ー
な
ど
）完
成

２
０
２
０
年
９
月
ご
ろ

一
部
先
行
オ
ー
プ
ン

２
０
２
０
年
10
月
ご
ろ

Ｂ
Ｃ
棟（
駐
車
場
な

ど
）、広
場
な
ど
完
成

２
０
２
２
年
3
月

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

２
０
２
２
年
４
月
ご
ろ

◆
建
設
工
事
の
進
行
状
況
な
ど
に
応
じ

て
今
後
時
期
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

●
先
行
オ
ー
プ
ン
に
つ
い
て

　

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
、
ホ
テ
ル
、

バ
ン
ケ
ッ
ト
な
ど
が
入
る
Ａ
棟
が
先
に

完
成
す
る
た
め
、
高
校
生
、
観
光
客
、

出
張
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
な
ど
の
利
用
者
を

想
定
し
、
完
成
区
域
の
一
部
（
１
階
の

一
部
）
を
先
行
し
て
開
放
す
る
予
定
で

す
。

　

先
行
オ
ー
プ
ン
時
は
駐
車
場
が
完
成

し
て
い
な
い
た
め
、
現
中
央
図
書
館
は

移
転
し
ま
せ
ん
。

問
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ポ
ー
ト
開
設
準
備
室 

☎
４
３-

８
７
０
７

酒
田
駅
周
辺
整
備
事
業
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況

●
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
の
定
期
休

館
日

　

図
書
整
理
期
間
お
よ
び
年
末
年
始
を

除
く
定
期
休
館
日
は
、
毎
月
２
日
間
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
端
末
機
で
各
種
証
明
書

の
申
請
が
で
き
る
「
ら
く
ら
く
窓
口
証

明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
」
を
２
月
１
日
よ

り
開
始
し
ま
す
。
本
人
確
認
や
申
請
書

の
記
入
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
端
末
の

操
作
だ
け
で
簡
単
に
申
請
が
で
き
ま
す
。

待
ち
時
間
の
短
縮
に
も
な
り
ま
す
の
で

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

設
置
場
所
／
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

対
象
者
／
本
市
に
住
所
が
あ
る
方
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方

（
た
だ
し
、
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明

書
を
搭
載
し
た
も
の
に
限
る
）

取
扱
時
間
／
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
（
た
だ
し
、
戸
籍
証
明
の

申
請
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
15
分
）

申
請
で
き
る
証
明
書
／
住
民
票
の
写
し
、

印
鑑
登
録
証
明
書
、
所
得
証
明
書
、
現

在
の
戸
籍
証
明
書
、
現
在
の
戸
籍
附
票

の
写
し

◆
手
続
き
に
は
暗
証
番
号
（
数
字
４

桁
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
本
人
以
外

が
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
市
民
課
住
民
係 

☎
２
６-

５
７
２
３

「
ら
く
ら
く
窓
口
証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス
」を
開
始
し
ま
す

ＳＴＥＰ１
マイナンバーカードをセット
して、タッチパネルで申請

待ち時間短縮！！　申請書不要！

ＳＴＥＰ２
受付票を取り、
会計窓口へ

ＳＴＥＰ３
証明書を受け取り、
会計をして終了
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お
知
ら
せ

　

１
月
分
ま
で
の
児
童
手
当
を
２
月
８

日
㈮
に
該
当
す
る
方
の
口
座
に
振
り
込

み
ま
す
。
現
況
届
や
添
付
書
類
が
未
提

出
の
方
に
は
、
書
類
提
出
後
に
支
払
い

ま
す
。 

問
市
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係 

☎

２
６-

５
７
３
４

児
童
手
当
を
支
払
い
ま
す

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
、
難
病
患
者
の

方
な
ど
、
社
会
生
活
な
ど
の
場
面
で
配

慮
や
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
方
に
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
す
。

場
所
／
市
役
所
１
階
福
祉
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
▼
対
象
／
配
慮
や
援
助
を
必

要
と
し
て
い
る
方
（
障
が
い
者
手
帳
の

有
無
は
問
い
ま
せ
ん
）

問
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
２
６-

５
７
３
３

差
し
押
さ
え
財
産
の
公
売

　

２
月
は
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児

福
祉
手
当
、
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
）

の
支
給
月
で
す
。
２
月
８
日
㈮
に
該
当

す
る
方
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

問
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
２
６-

５
７
３
３

公
売
物
件
／
不
動
産
（
土
地
、
建
物
）、

動
産（
絵
画
な
ど
）▼
入
札
期
間
／【
不

動
産
】
３
月
５
日
㈫
午
後
１
時
～
12
日

㈫
午
後
１
時 

【
動
産
】
３
月
５
日
㈫
午

後
１
時
～
７
日
㈭
午
後
11
時
▼
公
売
参

加
申
込
期
間
／
２
月
14
日
㈭
午
後
１
時

～
26
日
㈫
午
後
11
時

◆
公
売
下
見
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
確
認
の
上
、
手
続

き
し
て
く
だ
さ
い
。

市
森
林
整
備
計
画（
変
更
）案
の
縦
覧

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
行
い
ま
す

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
す

米
政
策（
生
産
調
整
）説
明
会

特
別
障
害
者
手
当・障
害
児
福
祉
手

当
の
お
知
ら
せ

公
売
方
法
／
期
日
入
札
▼
公
売
財
産
／

自
動
車
（
ト
ヨ
タ 

ア
ル
フ
ァ
ー
ド
）

▼
入
札
日
時
／
２
月
13
日
㈬
午
前
10
時

～
（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
30
分
～
）

▼
入
札
場
所
／
市
役
所
５
階
５
０
１
会

議
室

◆
入
札
前
に
説
明
会
を
行
い
ま
す
の
で

余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
公
売
下
見
会
】
日
時
／
２
月
８
日
㈮

午
前
10
時
～
11
時
▼
場
所
／
市
環
境
衛

生
課
資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
側
車
庫
（
広

栄
町
）

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
納
税
課
滞
納
整
理
室 

☎
２
６-

６

２
７
５

問
市
納
税
課
滞
納
整
理
室 

☎
２
６-

６

２
７
５

日
時
／
２
月
20
日
㈬
午
後
２
時
～
４
時

▼
場
所
／
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
本
市
在
住
の
農
業
者
▼
申
し
込

み
／
当
日
会
場
へ

問
市
農
政
課
米
政
策
推
進
係 

☎
２
６-

５
７
５
１

申
し
込
み
／
２
月
５
日
㈫
午
前
10
時
～

酒
田
市
美
術
館
へ
（
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
電
話
申
し
込
み
不
可
）

問
酒
田
市
美
術
館 

☎
３
１-

０
０
９
５

　

２
月
18
日
㈪
～
22
日
㈮
は
設
備
工
事

に
伴
い
休
館
と
な
り
ま
す
。

問
土
門
拳
記
念
館 
☎
３
１-

０
０
２
８

　

縦
覧
期
間
中
に
森
林
整
備
計
画
（
変

更
）
案
へ
の
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

期
間
／
２
月
１
日
㈮
～
３
月
4
日
㈪
の

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▼
場
所
／
市
役
所
２
階
農
林
水
産
課

問
市
農
林
水
産
課
林
業
振
興
係 

☎
４

３-

８
７
０
８

新
し
い
民
生
委
員・児
童
委
員

新
し
い
民
生
委

員
・
児
童
委
員

担
当
地
区

電
話
番
号

柿
﨑
成
子

落
野
目
、新
渡
３
１-

０
７
６
１

問
市
福
祉
課
地
域
福
祉
係 

☎
２
６-

５

７
３
１

土
門
拳
記
念
館
休
館

光
ケ
丘
プ
ー
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
時
間
変
更
】
２
月
23
日
㈯
午
前
10
時

～
午
後
６
時

【
休
館
】
２
月
24
日
㈰

問
光
ケ
丘
プ
ー
ル 

☎
３
３-

０
１
７
０

　

旧
斎
場
内
に
ア
ス
ベ
ス
ト
の
施
工
箇

所
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
除

去
作
業
の
た
め
工
期
が
３
月
20
日
㈬
か

ら
６
月
14
日
㈮
（
予
定
）
へ
変
更
と
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
暫
定
的
に
設
置

し
て
い
る
駐
車
場
の
利
用
に
つ
い
て
も

変
更
後
の
工
期
ま
で
延
長
と
な
り
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
環
境
衛
生
課
管
理
係 

☎
３
１-

０

９
３
３

酒
田
市
斎
場
の
駐
車
場
の
利
用
に
つ

い
て

酒
田
市
美
術
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
８
月

分
利
用
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
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第
11
回
移
住
者
交
流
会
参
加
者
募
集

介
護
の
悩
み
や
思
い
を
語
り
合
う

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」参
加
者
募
集

第
６
回
し
り
あ
う・つ
な
が
る・何
か

生
ま
れ
る
！
か
も
し
れ
な
い
!?

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・市
民
活
動
交
流
会

日
時
／
２
月
16
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

１
時
▼
場
所
／
酒
田
市
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
新
橋
二
丁
目
）
▼
対
象
／
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
市
民
活
動
団
体
の
方
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
方
▼
定
員

／
先
着
60
人
▼
内
容
／
活
動
紹
介
、
交

流
な
ど
▼
費
用
／
７
０
０
円
（
軽
食
代

な
ど
）
▼
申
し
込
み
／
２
月
７
日
㈭
ま

で
の
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
に
酒
田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
公
益

活
動
セ
ン
タ
ー
へ 

☎
４
３-

８
１
６
５
、

5
２
６-

５
６
１
７

　

雪
景
色
の
中
、
郷
土
料
理
を
食
べ
な

が
ら
庄
内
で
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
話
し

ま
せ
ん
か
。

日
時
／
３
月
９
日
㈯
午
後
５
時
～
８
時

▼
場
所
／
生
石
大
松
家
（
生
石
上
坂
）

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
定
員
／
15
人

▼
内
容
／
会
食
、
移
住
し
た
人
同
士
の

交
流
▼
費
用
／
飲
食
費
各
自
負
担
（
料

理
４
千
１
０
４
円
＋
飲
み
物
代
）
▼
申

し
込
み
／
３
月
１
日
㈮
ま
で
電
話
、
メ

ー
ル
で
市
地
域
共
生
課
移
住
相
談
総
合

窓
口
へ 

☎
２
６-

５
７
６
８ 

iju@

日
時
／
①
２
月
21
日
㈭
午
後
1
時
30
分

～
3
時
30
分 

②
２
月
27
日
㈬
、
３
月

８
日
㈮
、
19
日
㈫
の
い
ず
れ
か
の
午
後

1
時
３０
分
～
3
時
30
分
▼
場
所
／
①
交

流
ひ
ろ
ば 

②
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
乳
幼
児
へ
の
読
み
聞
か
せ
や
子

育
て
支
援
に
興
味
の
あ
る
方
で
①
②
両

方
受
講
で
き
る
方
▼
定
員
／
先
着
10
人

▼
内
容
／
①
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
し

か
た
、
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
遊
び
、
絵
本
の

選
び
方
な
ど
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
実
践

に
関
す
る
講
座 

②
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

会
場
の
視
察
▼
講
師
／
（
一
社
）
子
ど

も
の
読
書
サ
ポ
ー
ト
ア
シ
ー
ド
代
表
理

事
、
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
読
書
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
加
藤

美
穂
子
氏
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み

／
交
流
ひ
ろ
ば
内
市
子
育
て
支
援
課
へ 

☎
２
６-

５
８
９
６

　

飛
島
の
水
産
物
を
販
売
・
料
理
提
供

が
可
能
な
店
舗
を
認
定
し
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

対
象
店
舗
／
次
の
①
②
両
方
か
ど
ち
ら

か
対
応
可
能
な
店
舗 

①
「
シ
ャ
キ
と

ろ
ぎ
ば
さ
」
の
販
売
か
料
理
提
供 

②

city.sakata.yam
agata.jp

◆
囲
炉
裏
が
あ
り
ま
す
の
で
、
子
ど
も

が
参
加
す
る
際
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
市
役
所
か
ら
の
送
迎
あ
り
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座

飛
島
の
水
産
物
の
販
売
か
料
理
提
供
▼

特
典
／
①
と
び
し
ま
応
援
店
の
の
ぼ
り

を
貸
与 

②
と
び
し
ま
応
援
店
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
掲
載
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し

込
み
／
２
月
22
日
㈮
ま
で
に
市
農
林
水

産
課
水
産
振
興
係
へ 

☎
２
６-

５
７
５
３

◆
申
込
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
市
役
所

２
階
同
課
に
あ
り
ま
す
。
郵
送
希
望
の

場
合
は
同
係
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

募 

集

と
び
し
ま
応
援
店
の
募
集

日
時
／
２
月
28
日
㈭
午
前
10
時
～
11
時

30
分
▼
場
所
／
中
町
に
ぎ
わ
い
健
康
プ

ラ
ザ
▼
対
象
／
認
知
症
の
方
と
介
護
者

（
介
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）
▼
内
容

／
元
気
体
操
▼
費
用
／
２
０
０
円
（
茶

菓
子
代
）
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

◆
同
会
場
の
駐
車
場
を
利
用
し
た
方
に

は
無
料
駐
車
券
を
発
行
し
ま
す
。

問
市
介
護
保
険
課
予
防
支
援
係 

☎
２

６-

５
７
５
５

日
時
／
２
月
24
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～

11
時
▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
小
学
生
（
保
護
者
同
伴
可
）
▼

内
容
／
訓
練
見
学
、
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
体

験
な
ど
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／

２
月
21
日
㈭
ま
で
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

期
間
／
①
２
月
18
日
㈪
～
20
日
㈬ 

②

２
月
25
日
㈪
～
27
日
㈬
（
３
日
間
）
▼

時
間
／
午
後
７
時
～
９
時
▼
場
所
／
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
同
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
の
操
作
機
器
を
今
後
利
用
す
る

予
定
が
あ
り
全
日
受
講
で
き
る
方
▼
定

員
／
①
②
各
20
人
程
度
▼
内
容
／
ホ
ー

ル
の
舞
台
照
明
・
吊
物
・
音
響
の
操
作

講
習
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
２

月
12
日
㈫
ま
で
同
セ
ン
タ
ー
事
務
室
へ 

☎
２
４-

２
９
９
３

◆
申
込
用
紙
は
同
事
務
室
に
あ
り
ま
す
。

酒
田
海
洋
少
年
団
１
日
体
験
入
団

参
加
者
募
集

事
務
室
へ

問
市
社
会
教
育
文
化
課
公
民
館
事
業

係 

☎
２
４-

２
９
９
３

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

機
器
操
作
講
習
会
受
講
者
募
集

対
象
／
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き
る
方
▼

業
務
内
容
／
光
丘
文
庫
の
運
営
、
資
料

の
調
査
、
整
理
、
保
存
、
活
用
、
レ
フ

ァ
レ
ン
ス
、
利
用
者
へ
の
対
応
▼
勤
務

場
所
／
市
立
図
書
館
中
町
分
館
（
光
丘

文
庫
）
▼
雇
用
期
間
／
４
月
１
日
～
２

０
２
０
年
３
月
31
日
▼
勤
務
時
間
／
週

30
時
間
（
平
日
の
み
）
▼
募
集
人
員
／

１
人
▼
報
酬
／
市
の
基
準
に
よ
る
▼
選

考
方
法
／
面
接
、
実
技
試
験
（
初
歩
の

く
ず
し
字
の
読
解
）
▼
申
し
込
み
／
２

月
20
日
㈬
ま
で
に
履
歴
書（
写
真
添
付
）

市
立
図
書
館
古
典
籍
調
査
員
の
募
集
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◆
酒
田
市
美
術
館
収
蔵
品
展
Ⅱ 

特
集 

・

生
誕
１
０
０
年 

斎
藤
正
治
［
３
月
10

日
㈰
ま
で
］

【
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】

◆
酒
田
飽
海
地
区
子
ど
も
美
術
展
［
２

月
11
日
㈷
ま
で
］

酒
田
市
立
資
料
館
☎
２
４-

６
５
４
４

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

休
館 

◆
第
２
０
９
回
企
画
展 

没
後
１
０
０
年

加
藤
雪
窓
―
酒
田
人
に
愛
さ
れ
た
天
才

画
家
―
［
２
月
11
日
㈷
ま
で
］

◆
第
２
１
０
回
企
画
展 

お
ひ
な
さ
ま
と

晴
れ
を
彩
る
着
物
［
２
月
16
日
㈯
～
４

月
１
日
㈪
］

◆
室
生
寺 

モ
ノ
ク
ロ
の
光
と
影 

◆
古
寺

巡
礼 

伝
統
の
装
飾
・
文
様 

◆
昭
和
の
手

仕
事
［
４
月
16
日
㈫
ま
で
］

松
山
文
化
伝
承
館
☎
６
２-

２
６
３
２

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

休
館

◆
五
十
嵐
光
洋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
の
世
界
―
敦
煌
や
キ
ジ
ル
窟

に
想お
も
い
を
馳
せ
て
―
」◆
最
上
川
Ⅳ［
２

月
11
日
㈷
ま
で
］

◆
松
山
の
ひ
な
人
形
と
子
ど
も
の
成
長

を
願
う
玩
具
◆
国
内
ス
ケ
ッ
チ
展 

［
２

月
16
日
㈯
～
４
月
７
日
㈰
］

光
丘
文
庫 

中
町
庁
舎
５
階

☎
２
２-

０
５
５
１

土
曜
・
日
曜
日
、祝
日
休
館

◆
所
蔵
資
料
展
「
明
治
期
酒
田
の
出
版

文
化
」［
３
月
28
日
㈭
ま
で
］

酒
田
市
シ
ニ
ア
雇
用
創
造
協
議
会　

ス
タ
ッ
フ
募
集

酒
田
市
美
術
館

☎
３
１-

０
０
９
５

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

２
月
12
日
㈫
〜
16
日
㈯
休
館

土
門
拳
記
念
館

☎
３
１-

０
０
２
８

月
曜
日
休
館
、月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
翌
日
休
館 

臨
時
休
館

［
２
月
18
日
㈪
〜
22
日
㈮
］

日
時
／
３
月
７
日
㈭
、
14
日
㈭
の
午
後

７
時
～
９
時
、
９
日
㈯
午
前
10
時
～
正

午
（
全
３
回
）
▼
場
所
／
市
武
道
館
▼

対
象
／
小
学
生
以
上
▼
定
員
／
先
着
30

人
▼
内
容
／
基
礎
的
な
空
手
道
▼
費
用

／
無
料
▼
申
し
込
み
／
３
月
７
日
㈭
ま

で
の
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
酒

田
市
体
育
協
会
事
務
局
へ 

☎
３
１-

５

５
３
９

問
酒
田
市
空
手
道
連
盟
事
務
局
、
高
橋 

☎
０
９
０-
７
６
６
３-

３
４
２
５

日
時
／
３
月
20
日
㈬
午
後
６
時
開
演

（
午
後
５
時
開
場
）
▼
場
所
／
希
望
ホ
ー

ル
▼
整
理
券
配
布
日
時
・
場
所
／
２
月

16
日
㈯
午
前
11
時
～
・
同
ホ
ー
ル
▼
費

用
／
無
料
（
要
整
理
券
）
▼
出
演
者
／

航
空
自
衛
隊
北
部
航
空
音
楽
隊

◆
整
理
券
の
配
布
は
１
人
２
枚
ま
で
。

日
時
／
３
月
５
日
㈫
午
後
７
時
～
９
時
、

６
日
㈬
午
前
９
時
～
11
時
▼
場
所
／
同

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
高
校
生
以
上
▼
定

員
／
各
日
先
着
20
人
▼
持
ち
物
／
筆
記

募
集
職
種
／
一
般
事
務
職
▼
仕
事
内
容

／
企
業
訪
問
に
よ
る
シ
ニ
ア
求
人
の
開

拓
、
シ
ニ
ア
向
け
セ
ミ
ナ
ー
の
運
営
▼

募
集
人
員
／
１
人
▼
給
与
／
月
額
19
万

円
～
21
万
円
▼
勤
務
時
間
／
平
日
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
▼
雇
用
期

間
／
４
月
１
日
～
２
０
２
０
年
３
月
31

日
▼
申
し
込
み
／
２
月
23
日
㈯
ま
で
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
、
履
歴
書
、
志

望
動
機
（
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
１

枚
）、
職
務
経
歴
書
（
任
意
の
様
式
）

を 

〒
９
９
８-

８
５
４
０
（
住
所
不

要
）
市
商
工
港
湾
課
雇
用
対
策
係
へ
郵

送
ま
た
は
持
参

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
課
雇
用
対
策
係 

☎
２
６-

５
７
５
７

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
器
具
利
用
講
習
会
参
加
者
募
集

希
望
ホ
ー
ル
自
主
事
業 
航
空
自
衛

隊
北
部
航
空
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト

酒
田
市
ス
ポ
ー
ツ
教
室「
空
手
道
」

参
加
者
募
集

イ
ベ
ン
ト

◆
就
学
前
児
童

の
入
場
不
可
。

託
児
を
希
望
す

る
方
は
２
月
26

日
㈫
ま
で
同
ホ

ー
ル
へ
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

（
費
用
／
１
人

５
０
０
円
）。

問
同
ホ
ー
ル 

☎

２
６-

５
４
５
０

日
時
／
２
月
９
日
㈯
～
21
日
㈭
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時
（
12
日
㈫
、
18
日
㈪

は
休
館
）
▼
場
所
／
出
羽
遊
心
館
▼
内

容
／
幼
児
が
作
っ
た
手
作
り
お
ひ
な
さ

ま
の
展
示

問
市
社
会
教
育
文
化
課
社
会
教
育
係 

☎
２
４-

２
９
９
２

わ
ら
べ
の
ひ
な
祭
り
展

用
具
、
内
ズ
ッ
ク
▼
費
用
／
５
１
０
円

▼
申
し
込
み
／
開
催
日
前
日
ま
で
平
田

総
合
支
所
地
域
振
興
課
健
康
福
祉
係
へ 

☎
５
２-

３
９
１
１

◆
メ
ー
ル
申
し
込
み
不
可
。

に
応
募
の
動
機
（
４
０
０
字
程
度
）
を

添
え
〒
９
９
８-

０
０
３
４
中
央
西
町

２-

59
、
中
央
図
書
館
へ
郵
送
ま
た
は

持
参

問
同
図
書
館 

☎
２
４-

２
９
９
６

展 

示

本
間
家
旧
本
邸

☎
２
２-

３
５
６
２

◆
商
い
道
具
展 

天
秤
計
り
、
銭
枡
、

版
木
、昔
の
商
売
道
具［
２
月
下
旬
ま
で
］

◆
本
間
家
の
お
ひ
な
さ
ま
［
２
月
下
旬

か
ら
］
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日
時
／
２
月
３
日
㈰
午
前
９
時
10
分
～

正
午
（
開
場
８
時
50
分
）
▼
場
所
／
希

望
ホ
ー
ル
▼
出
演
／
東
平
田
保
育
園
、

泉
保
育
園
、
う
え
だ
こ
ど
も
園
、
十
坂

こ
ど
も
園
、
宮
野
浦
保
育
園
、
西
荒
瀬

日
時
／
２
月
24
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
本
市・

三
川
町
・
庄
内
町
・
遊
佐
町
在
住
か
本

市
に
勤
務
先
の
あ
る
方
▼
定
員
／
先
着

６
人
▼
内
容
／
法
律
に
関
す
る
相
談

（
本
人
の
こ
と
に
限
る
。
申
込
時
に
相

談
の
概
要
と
住
所
、
氏
名
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）
▼

相
談
員
／
東
海
林
正
樹
弁
護
士
▼
申
し

込
み
／
２
月
８
日
㈮
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
に
電
話
で
市
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
市
民
相
談
室
へ 

☎
２
６-

５

７
２
６

｜ 
国・県・市
民
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ ｜

さ
か
た
情
報
ひ
ろ
ば

介
護
休
暇
制
度
な
ど
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す

休
日
結
婚
相
談
会

　

仕
事
と
介
護
の
両
立
を
図
る
た
め
、

育
児
・
介
護
休
業
法
で
介
護
休
業
制
度

や
介
護
の
た
め
の
所
定
外
労
働
の
免
除

な
ど
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
制
度
は
、
事
業
所
規
模
に
関
わ
ら
ず

全
て
の
事
業
所
が
対
象
で
す
。

　

仕
事
と
介
護
の
両
立
支
援
制
度
の
整

備
を
進
め
、
介
護
離
職
を
防
止
し
ま
し

ょ
う
。

問
山
形
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室 

☎
０
２
３-

６
２
４-

８
２
２
８

　

１
頭
（
羽
）
で
も
対

※

象
動
物
を
飼
っ

て
い
る
方
は
、
２
月
１
日
現
在
の
飼
養

状
況
を
報
告
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方
は

庄
内
総
合
支
庁
家
畜
保
健
衛
生
課 

☎
０

２
３
５-

６
８-

２
１
５
１
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
（
畜
産
業
の
方
ま
た
は
す

で
に
報
告
し
た
方
は
除
く
）。

無
料
法
律
相
談

家
畜
を
飼
っ
て
い
る
方
は
連
絡
を

相 

談

あ
い
お
い

工
藤
美
術
館

☎
０
９
０-

２
８
４
６-

６
８
４
６

金
曜
〜
日
曜
日
、祝
日
開
館

◆
庄
内
の
美
し
き
も
の
た
ち
―
人
形
・

着
物
・
器
物
・
絵
画
な
ど
―
［
２
月
10

日
㈰
ま
で
］

◆
北
前
船
が
運
ん
だ
古
典
名
雛
と
金
魚

雛（
佐
藤
真
生
作
）庄
内
の
郷
土
人
形・

傘
福
な
ど
［
２
月
22
日
㈮
～
４
月
７
日

㈰
］

【
常
設
】
庄
内
の
民
芸
品

◆
第
14
回
湊み
な
と

町
酒
田
の
傘
福
［
２
月
24

日
㈰
～
12
月
27
日
㈮
］

【
常
設
】人
形
作
家 

辻
村
寿
三
郎
作「
さ

か
た
の
雛ひ
な
あ
そ
び
」「
舞
妓
」

酒
田
夢
の
倶
楽

「
華
の
館
」

☎
２
２-

１
２
２
３

◆
和
の
お
も
て
な
し
「
水
引
工
芸
展
」

［
２
月
11
日
㈷
ま
で
］

◆
湊
酒
田 

加
藤
家
の
お
雛
さ
ま
第
一

部 
古
今
雛 

享
保
雛
［
２
月
23
日
㈯
～

３
月
13
日
㈬
］

【
常
設
】栄
華
を
誇
っ
た
本
間
家
の「
亀

笠
鉾
」（
入
場
無
料
）

舞
娘
茶
屋 

相
馬
樓
／

竹
久
夢
二
美
術
館

☎
２
１-

２
３
１
０

左
記
期
間
中
は
無
休

◆
相
馬
屋
の
お
雛
様
［
３
月
１
日
㈮
～

４
月
２
日
㈫
］

山
王
く
ら
ぶ

☎
２
２-

０
１
４
６

本
間
美
術
館

☎
２
４-
４
３
１
１

●
美
術
展
覧
会
場

◆
生
命
の
息
吹 

大
野
廣
子
の
世
界［
２

月
18
日
㈪
ま
で
］

●
清
遠
閣
会
場

◆
後
期
収
蔵
品
展 

浮
世
絵
版
画
を
中

心
に
［
２
月
18
日
㈪
ま
で
］

●
両
会
場

◆
子
供
た
ち
の
成
長
を
祝
う 

本
間
美

術
館
の
ひ
な
祭
り
［
２
月
23
日
㈯
～
４

月
８
日
㈪
］

日
時
／
２
月
24
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

４
時
▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／

20
代
～
40
代
の
独
身
男
女
▼
定
員
／
先

第
32
回
酒
田
幼
児
音
楽
の
広
場

※
対
象
動
物
／
牛
、
水
牛
、
馬
、
鹿
、
め
ん
羊
、

山
羊
、
豚
（
ミ
ニ
ブ
タ
含
む
）、
イ
ノ
シ
シ
、

鶏
（
シ
ャ
モ
、
チ
ャ
ボ
、
ウ
コ
ッ
ケ
イ
含
む
）、

ア
ヒ
ル
（
ア
イ
ガ
モ
含
む
）、
ウ
ズ
ラ
、
キ
ジ
、

ホ
ロ
ホ
ロ
鳥
、
七
面
鳥
、
ダ
チ
ョ
ウ

中
学
生
以
上
５
０
０
円（
入
浴
割
引
券
付
き
）

問
鳥
海
山
荘 

☎
６
１-

１
７
２
７

佐
々
木 

☎
０
９
０-

２
９
５
３-

５
０

２
２

保
育
園
、
北
新
橋
保
育
園
▼
内
容
／
園

児
に
よ
る
器
楽
合
奏
、
和
太
鼓
、
鼓
隊

な
ど
▼
費
用
／
無
料

問
う
え
だ
こ
ど
も
園 

☎
２
５-

２
２
０
９

着
５
人
▼
内
容
／
結
婚
相
談
、
結
婚
サ

ポ
ー
タ
ー
制
度
の
紹
介
▼
費
用
／
無
料

▼
申
し
込
み
／
２
月
４
日
㈪
～
結
婚
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
へ 

☎
２
６-

５
６
７
０

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

さ
か
た
街
な
か

キ
ャ
ン
パ
ス

☎
２
３-

１
９
１
１

水
曜
日
休
館

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
庄
内
教
室
写

真
教
室 

酒
田
街
な
か
キ
ャ
ン
パ
ス
写

真
展
［
２
月
１
日
㈮
～
11
日
㈷
］

◆
第
１
回
Ａｎ
ｇ
ｅ
庄
内
猫
写
真
展
［
２

月
14
日
㈭
～
18
日
㈪
］

◆
カ
ワ
イ
絵
画
造
形
教
室 

あ
そ
び
の

あ
し
あ
と
造
形
展
［
２
月
22
日
㈮
～
25

日
㈪
］

ひ
ら
た

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
☎
５
２-
３
９
１
１

◆
佐
藤
光
治
作
品
展［
３
月
31
日
㈰
ま
で
］

【
常
設
】
竹
久
夢
二
美
術
館
、
新
田
嘉
一

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
現
代
雛
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日
時
／
２
月
24
日
㈰
午
前
８
時
～
午
後

３
時
30
分
▼
場
所
／
鳳
来
山
と
鳥
海
高

原
家
族
旅
行
村
周
辺
（
湯
ノ
台
）
▼
対

象
／
小
学
４
年
生
以
上
▼
定
員
／
先
着

20
人
▼
内
容
／
か
ん
じ
き
を
使
っ
た
ス

ノ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
▼
講
師
／
鳥
海
や

わ
た
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
協
会
▼
費
用

／
２
千
円
（
昼
食
代
な
ど
）
▼
申
し
込

み
／
２
月
17
日
㈰
ま
で
同
協
会
事
務
局
、

日
時
／
２
月
17
日
㈰
午
前
10
時
～
午
後

３
時
▼
場
所
／
湯
ノ
台
温
泉
鳥
海
山
荘

（
草
津
）
▼
内
容
／
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
バ

ナ
ナ
ボ
ー
ト
、
チ
ュ
ー
ブ
ス
ラ
イ
ダ
ー
、

雪
上
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
、
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
作
り
、
豚
汁
販
売
な
ど
▼
費
用
／

就
学
前
児
童
無
料
、
小
学
生
４
０
０
円
、

日
時
／
２
月
６
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後

１
時
30
分
▼
場
所
／
こ
ぴ
あ
コ
ー
プ
酒

田
店
（
泉
町
）
▼
内
容
／
県
立
酒
田
特

別
支
援
学
校
高
等
部
生
徒
に
よ
る
作
業

製
品
の
販
売

問
同
校 

☎
３
４-

２
０
２
６

日
時
／
２
月
17
日
㈰
、
18
日
㈪
午
前
10

時
～
午
後
４
時
▼
場
所
／
小
林
温
泉（
小

林
）
▼
内
容
／
つ
き
た
て
の
も
ち
の
昼

食
、
温
泉
入
浴
▼
費
用
／
１
千
５
０
０

円
（
昼
食
代
、
入
浴
料
、
休
憩
料
）
▼

申
し
込
み
／
２
月
14
日
㈭
ま
で
小
林
温

泉
、
荒
木 

☎
０
９
０-

７
６
６
３-

９

９
４
７

【
映
画
鑑
賞
会
】
期
日
・
内
容
／
２
月

６
日
㈬
・「
妻
よ
薔ば

薇ら

の
よ
う
に
」、
13

日
㈬
・「
母
と
暮
ら
せ
ば
」、
20
日
㈬
・

「
小
さ
い
お
う
ち
」、
27
日
㈬
・「
ゴ
ッ

ド
フ
ァ
ー
ザ
ー
」
▼
時
間
／
午
後
１
時

30
分
～
▼
費
用
／
無
料
【
う
た
ご
え
喫

茶
】
日
時
／
３
月
４
日
㈪
午
後
７
時
～

▼
費
用
／
４
０
０
円
【
パ
ソ
コ
ン
教
室

２
月
生
募
集
】
対
象
／
初
め
て
の
方
、

ほ
か
▼
費
用
／
３
千
２
０
０
円
（
資
料

代
）
▼
申
し
込
み
／
清
野 

☎
０
８
０-

３
１
９
４-

７
６
６
１

問
す
ま
い
る 

☎
５
２-

３
１
３
０

す
ま
い
る
の
催
し

わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
の
雪
遊
び
体
験

す
て
っ
ぷ 

遊
び
の
ひ
ろ
ば

小
林
温
泉
も
ち
を
食
べ
る
会

日
時
／
２
月
24
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時

30
分
▼
場
所
／
県
立
鳥
海
学
園
（
遊
佐

町
）
▼
対
象
／
発
達
が
気
に
な
る
幼
児

さ
か
と
く
バ
ザ
ー
in
こ
ぴ
あ
酒
田
店

鳳
来
山
な
ん
で
も
探
検

期
間
／
５
月
７
日
㈫
～
21
日
㈫
▼
実
施

施
設
／
県
内
の
病
院
、
診
療
所
、
福
祉

施
設
な
ど
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
内

容
／
看
護
の
仕
事
の
体
験
▼
申
し
込
み

／
２
月
４
日
㈪
～
25
日
㈪
（
必
着
）
に
、

高
校
生
は
学
校
を
通
じ
て
、
高
校
生
以

外
は
は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
ふ
り
が
な
、
性
別
、
年
齢
、
職
業

ま
た
は
学
校
名
、
電
話
番
号
、
希
望
施

設
名
と
希
望
実
施
日
（
第
３
希
望
ま

で
）、
身
長
、
体
重
、
白
衣
サ
イ
ズ
（
Ｓ
、

Ｍ
、
Ｌ
、
Ｌ
Ｌ
）
を
明
記
し 

〒
９
９

０-

２
４
７
３ 

山
形
市
松
栄
一
丁
目
５

-

45
山
形
県
看
護
協
会
「
ふ
れ
あ
い
看

護
体
験
」
担
当
へ
郵
送

◆
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
同
担
当 

☎
０
２
３-

６
８
５-

８
０
３
３

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
参
加
者
募
集

親子ふれあいサロン・ぎゅっとサロンへどうぞ【2月の予定】

問交流ひろば内、親子ふれあいサロン ☎26-5613

期　日 時間・場所 内　容 対象・定員 申し込み

2／6㈬
10:30～12:00
親子ふれあい

サロン
「おおきくな～れ」
身長・体重測定

就学前児童と
保護者・定員
なし

当日会場へ
2／10㈰

10:00～11:30
13:30～15:00
親子ふれあい

サロン

「わんぱく広場」
昔あそびや紙コップタワーに
チャレンジ！

幼児～小学生
と保護者・定
員なし

2／13㈬
10:30～11:00
親子ふれあい

サロン
「おはなしひろば」
絵本の読み聞かせ 就学前児童と

保護者・定員
なし2／14㈭

10:30～11:30
親子ふれあい

サロン

「あそびのおへや」
ぷちカフェ
講師／尾川園 尾川勝次氏

2／19㈫
10:30～11:30
親子ふれあい

サロン

「ぎゅっとサロン」
子育て中のママやパパ同士の
おしゃべりを楽しもう！

子育て中また
は妊娠中の方
・15人（組）

2／5㈫
9:30～

2／27㈬
10:30～11:30
親子ふれあい

サロン

「おおきくな～れ」
ベビービクス＆ベビーダンス
講師／健康運動指導士
佐藤しおり氏

4か月～7か月
の乳児と保護
者・10組

2／13㈬
9:30～

2／27㈬
～3／1㈮

11:00～11:20
親子ふれあい

サロン

「プレイランド」おひなさまウイーク
おひなさまやおだいりさまを作っ
たり、ひなまつりの歌をうたった
りして楽しもう！

就学前児童と
保護者・定員
なし

当日会場へ

～
小
学
生
と
保
護
者
▼
内
容
／
お
ひ
な

さ
ま
を
つ
く
ろ
う
▼
費
用
／
無
料
▼
申

し
込
み
／
２
月
20
日
㈬
ま
で
鳥
海
学
園

へ 

☎
７
５-

３
３
３
４ 

5
７
５-

３
８

７
２

中
学
生
以
上
５
０
０
円（
入
浴
割
引
券
付
き
）

問
鳥
海
山
荘 

☎
６
１-

１
７
２
７

佐
々
木 

☎
０
９
０-

２
９
５
３-

５
０

２
２
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空
き
家
の
相
続
、売
却
、解
体
費
用

な
ど
の
無
料
相
談

募
集
期
間
／
２
月
22
日
㈮
ま
で
（
必

着
）
▼
助
成
対
象
期
間
／
４
月
１
日
～

２
０
２
０
年
３
月
31
日
▼
対
象
活
動
／

学
校
に
お
け
る
教
育
的
活
動
、
地
域
住

民
と
一
体
に
な
っ
た
社
会
教
育
的
な
活

動
、県
内
に
伝
わ
る
文
化
的
な
活
動（
宗

教
的
、
政
治
的
宣
伝
意
図
や
営
利
目
的

は
対
象
外
）
▼
助
成
金
総
額
／
１
千
万

円
程
度
▼
助
成
決
定
時
期
／
４
月
下
旬

～
５
月
上
旬
▼
申
請
書
入
手
方
法
／
県

内
の
荘
内
銀
行
の
本
支
店
か
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照

◆
詳
し
く
は
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
る

か
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。（http://w

w
w

.shonai.co.jp/

アパート名 所在地 募集
戸数 募集区分

川南1号、2号、3号、4号 若宮町二丁目 16 一般用、単身可

こがね住宅
こがね町一丁目

1 身体障がい者用

こがね1号、2号、3号 5 一般用

東泉1号、2号、3号 東泉町四丁目 3 一般用

鳥海1号、2号、3号 富士見町三丁目 12 一般用

北新町 北新町一丁目 6 一般用

●県営住宅₂月募集

資格／現に同居または同居しようとする親族がいて公営住宅法に適合する方▶
入居時期／3月下旬▶申し込み／2月4日㈪～8日㈮の午前10時～午後5時に県
営住宅指定管理者西王不動産（庄内総合支庁内）へ ☎0235-66-3210

期
間
／
２
月
６
日
㈬
～
８
日
㈮
午
前
10

時
～
午
後
７
時
▼
相
談
方
法
／
電
話
に

よ
る
相
談
▼
相
談
電
話
番
号
／
０
１
２

０-

１
５
４-

０
５
２
▼
相
談
内
容
／

労
働
時
間
、
解
雇
、
賃
金
、
休
暇
、
パ

ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
労
働
に
関
す

る
相
談

問
連
合
山
形 

☎
０
２
３-

６
２
５-

０
５
５
５

日
時
／
随
時（
要
予
約
）▼
場
所
／（
公

社
）
全
日
本
不
動
産
協
会
酒
田
事
務
所

（
東
大
町
三
丁
目
）
▼
費
用
／
無
料
▼

申
し
込
み
／
同
事
務
所
へ 

☎
２
４-

０

０
０
３

働
き
過
ぎ
に
レ
ッ
ド
カ
ー
ド
！

な
ん
で
も
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

公
益
信
託「
荘
内
銀
行
ふ
る
さ
と

創
造
基
金
」募
集

あしながおじさん 脱・呪縛　 世界をカエル－10代からの羅針盤－ だーるまさんだーるまさん
ジーン・ウェブスター／作　谷川俊太郎
／訳　安野光雅／絵　朝日出版社 鎌田實／著　こやまこいこ／絵　理論社 おおなり修司／文　きむらよしお／絵　絵本館一般図書 中高生向け 児童絵本

　孤児院で暮らすジュディ
は、顔の知らない裕福な紳
士の目に留まる。大学進学
のために課された条件は、
毎月おじさまへの手紙を書
くことで…。谷川俊太郎の
訳と安野光雅の絵で生まれ
変わった、世界中で読みつ
がれてきた名作。

　だれかのせい？なにかの
せい？自分のせい？その呪
縛はだれのもの？医師で作
家の鎌田實が、生身で感じ
得た「生きる意味」を、そ
のために持ってほしい「呪
縛から脱する力」を、未来
に進んでいく10代に向けて
全力で語る。

　だーるまさんだーるまさん、
にらめっこしましょ、わらうとま
けよ、あっぷっ、よ！「よ！」じ
ゃないよ。もういちどいくよ。
わらうとまけよ、あっぷっ、ぼ
ー！？このだるま、ひとすじなわ
ではいきません。バトルの結
末は？ ○C ＴＲC

新
卒
者
の
早
期
離
職
防
止
事
業
経

営
者
セ
ミ
ナ
ー

日
時
／
２
月
12
日
㈫
午
後
２
時
～
４
時

30
分
▼
場
所
／
酒
田
産
業
会
館
（
中
町

二
丁
目
）
▼
対
象
／
庄
内
地
方
の
経
営

者
、
人
事
担
当
者
な
ど
▼
定
員
／
30
人

程
度
▼
内
容
／
事
例
紹
介
、
講
演
、
情

報
交
換
、
県
の
事
業
説
明
▼
申
し
込
み

／
山
形
県
庄
内
総
合
支
庁
地
域
産
業
経

あ
す
な
ろ
学
習
会

日
時
／
２
月
14
日
㈭
、
27
日
㈬
午
後
６

時
～
８
時
30
分
▼
場
所
／
酒
田
地
区
教

育
会
館
（
栄
町
）
▼
対
象
／
教
員
採
用

試
験
を
受
験
予
定
の
方
▼
内
容
／
一
般
・

教
職
練
習
問
題
、
集
団
討
論
の
練
習
▼

費
用
／
無
料

問
山
形
県
教
職
員
組
合
酒
田
地
区
支
部
、

金
子 

☎
０
８
０-

１
６
７
９-

０
９
８
１

日
時
／
２
月
24
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～

正
午
▼
場
所
／
由
利
本
荘
市
文
化
交
流

館
カ
ダ
ー
レ
（
秋
田
県
）
▼
定
員
／
先

着
20
人
▼
内
容
／
お
菓
子
作
り
や
調
理

を
通
し
て
ジ
オ
に
つ
い
て
学
ぶ
▼
講
師

／
秋
田
大
学
教
授 

林
信
太
郎
氏
▼
持

ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
ハ
ン
ド
タ
オ
ル
▼

費
用
／
５
０
０
円
（
材
料
代
）
▼
申
し

込
み
／
２
月
４
日
㈪
～
鳥
海
山
・
飛
島

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
事
務
局
へ 

☎
０
１
８
４-

６
２-

９
７
７
７

鳥
海
山・飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク 

ＧジＥ
Ｏオ

キ
ッ
チ
ン
＆
カ
フ
ェ

aboutus/csr/kouekijyosei.htm
l

）

問
同
基
金
事
務
局 

☎
０
２
３
５-

２
８-

２
４
３
７

済
課
へ 

☎
０
２
３
５-

６
６-

５
４
８
７
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2月の各種相談 ひとりで悩まずにご相談ください。

虐待かもと思ったら…
すぐにお電話をください

眠れない…は心の
SOS―一人で悩まず相談を―

☎市相談窓口電話番号

26-5734
☎児童相談所全国共通ダイヤル

189 いちはやく
◆連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
◆�全国共通ダイヤルはお住まいの地域の児童相
談所につながります。

QRコード

児童相談所や市相談窓口では、出
産・子育てに関する相談をなんでも受
け付けています。気になることはぜひご
連絡ください。

市健康課�☎24-5733
八幡総合支所地域振興課
☎64-3113
松山総合支所地域振興課
☎62-2611
平田総合支所地域振興課
☎52-3911
庄内総合支庁地域保健福祉課
☎0235-66-4931
◆�平日の午前8時30分〜
　　　　　　　　��午後5時15分

こころの相談窓口

酒田市休日診療所 2月の診療日

2月の診療日は、3日（日）、10日（日）、
11日（祝）、17日（日）、24日（日）です。

診療受付時間／午前8時30分～11時30分、午後1時～4時30分
（午前11時30分～午後1時でも急患は受け付けます）
場所／市民健康センター別館（船場町二丁目1-31）
電話／21-5225（受付時間中のみ）
平日の問い合わせ／市健康課健康係 ☎24-5733

※急病や軽いけがのときにおいでください。
※保険証を忘れずにお持ちください。

項目 日時 場所／問い合わせ

市民生活相談
月～金曜日／
8：30～17：15

（12：00～13：00を除く）

市役所2階、市民相談室
☎26-5760

消費生活相談 月～金曜日／
8：30～17：15

市役所2階、市消費生活センター
☎26-5761（消費生活）
☎26-6266（多重債務）

山形財務事務所
借金返済に関する
相談窓口

月～金曜日／
8：30～17：15

（祝日、年末年始除く）

山形市緑町2-15-3、山形財務事
務所1階理財課［相談専用電話］
☎023-641-5201

山形いのちの電話 年中無休／
13：00～22：00

（社福）山形いのちの電話
☎023-645-4343

人権相談
（人権擁護委員駐在日）

月・木曜日／
9：00～16：00

山形地方法務局酒田支局
☎25-2221

人権・行政相談

12日㈫、26日㈫／
9:30～12:00（人権）
5日㈫、19日㈫／
13:30～15:00（行政）

市役所2階、市民相談室
☎26-5760

12日㈫／9:00～12：00 ひらたタウンセンター ☎52-3910
20日㈬／13：30～15:00（人権） 松山健康福祉センター ☎62-2611

女性のための相談 月～金曜日／
9：00～16：00 交流ひろば1階 ☎26-5616

年金受給相談
月曜日／8：30～19：00
火～金曜日／8：30～
17：15（年末年始除く）

街角の年金相談センター酒田 
☎22-4554
電話での相談は鶴岡年金事務所
☎0235-23-5040

交通事故相談 月～金曜日／
9：00～16：00

山形県交通事故相談所庄内支所
（庄内総合支庁内）
電話相談可。無料弁護士相談もあり
ます。 ☎0235-66-5452

教育相談 月～金曜日／9：30～18：00
土曜日／9：30～12：30

総合文化センター2階、教育相談室
 70120-783-042

青少年相談 月～金曜日／
9：30～16：30

総合文化センター1階、市青少年
指導センター
☎24-2901

項目 日時 場所／問い合わせ

心配ごと相談 5日㈫、19日㈫／
9:00～12:00

地域福祉センター（新橋二丁目1-19）
☎23-5765

生活困窮者
自立支援相談

月～金曜日／
8：30～17：15

（祝日、年末年始除く）

生活自立支援センターさかた
（地域福祉センター内）
☎25-0350 524-6299
jiritsu@sakata-shakyo.or.jp

若者の就職・転職・
仕事の悩み相談

月～金曜日／
10：00～18：00

山形県若者就職支援センター
庄内プラザ（中町庁舎2階）
70120-219-766

内職の相談 月～金曜日／
9：00～16：00

市役所6階、市商工港湾課
☎26-5757

労働相談
（社会保険労務士駐在日）

原則金曜日／
13：00～16：30

庄内総合支庁地域産業経済課
☎0235-66-5491

身体障がい者
更生相談

第2・第4水曜日／
13：00～15：00

市身体障害者福祉センター
☎26-3715

精神保健福祉相談
4日㈪／13：30～15：30

（要予約）
◆次回3月7日㈭

酒田農業技術普及課
（若浜コミセン東隣）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

女性の健康相談 月～金曜日／
8：30～17：15

庄内保健所子ども家庭支援課相
談室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-5653

ひきこもり相談 26日㈫／
13：30～15：30（要予約）

庄内保健所地域保健福祉課相談室
（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

エイズ・梅毒・性器
クラミジア感染症、
Ｂ型肝炎および
C型肝炎個別相談・
検査

［相談］月～金曜日／
8：30～17：15

［検査］毎週火曜日／
9：20～12:00（要予約）

庄内保健所保健企画課健康相談室
（庄内総合支庁2階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4920

結婚に関する相談

月～金曜日／
9：00～16：00
第1・第３木曜日／
14：00～21：00（要予約）

交流ひろば1階 市結婚サポートセン
ター ☎26-5670

外国出身者のため
の相談

月～金曜日／9：00～16：00
（外国語の相談は要予約）

交流ひろば2階 市国際交流サロン
☎26-5615

◆祝日の相談は事前に問い合わせてください。◆祝日の相談は事前に問い合わせてください。

三川町庄内町鶴岡市 遊佐町

日
時
／
2
月
17
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
2
時
▼

場
所
／
道
の
駅
「
月
山
」
月
山
あ
さ
ひ
博
物
村

ほ
か
▼
内
容
／
雪
国
衣
装
体
験
、
ゴ
ジ
ラ
坂
け
っ

つ
す
べ
り
コ
ー
ナ
ー
、
月
山
ダ
ム
見
学
ツ
ア
ー

な
ど

◆
内
容
は
一
部
変
更
・
中
止
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
鶴
岡
市
朝
日
庁
舎
産
業
建
設
課
内
、
月
山

あ
さ
ひ
雪
ま
つ
り
2
0
1
9
実
行
委
員
会
事

務
局 

☎
0
2
3
5-
5
3-

2
1
1
1

月
山
あ
さ
ひ
雪
ま
つ
り
２
０
１
９

　

青
山
家
は
明
治
初
期
か
ら
北
海
道
の
ニ
シ
ン

漁
で
財
を
成
し
た
庄
内
で
も
有
数
の
富
豪
で
す
。

青
山
家
に
代
々
引
き
継
が
れ
て
き
た
古
今
雛
や

雛
道
具
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
／
2
月
13
日
㈬
〜
4
月
7
日
㈰
▼
場
所
／

旧
青
山
本
邸
▼
入
館
料
／
大
人
4
0
0
円
、
大

学
・
高
校
生
3
0
0
円
、
小
中
学
生
2
0
0
円

問
旧
青
山
本
邸 

☎
7
5-

3
1
4
5
、
遊
佐
町

教
育
課
文
化
係 

☎
7
2-

5
8
9
2

旧
青
山
本
邸
ひ
な
ま
つ
り（
庄
内
雛
街
道
）

日
時
／
2
月
23
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
▼

場
所
／
月
の
沢
温
泉
北
月
山
荘
周
辺
▼
内
容
／

巨
大
滑
り
台
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
、
イ
グ
ル
ー

づ
く
り
、
雪
上
動
画
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

問
庄
内
町
商
工
観
光
課
内
、
月
の
沢
龍
神
街
道

ス
ノ
ー
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会 

☎
5
6-

2
2
1
3
（
当
日
の
問
い
合
わ
せ
は

月
の
沢
温
泉
北
月
山
荘 

☎
5
9-

2
1
3
7
）

月
の
沢
龍
神 

冬
ま
つ
り
２
０
１
９

　

三
川
か
ら
発
信
す
る
冬
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時
／
2
月
10
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
2
時
▼

場
所
／
い
ろ
り
火
の
里
な
の
花
ホ
ー
ル
▼
内
容

／
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
食
べ
物
販
売
、
フ
ー

ド
コ
ー
ト
、
特
産
品
販
売
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
▼
料
金
／
入
場
無
料

問
三
川
町
観
光
協
会 

電
話
0
2
3
5-

6
6-

4
6
5
6

第
16
回
み
か
わ・あ
っ
た
か
冬
ま
つ
り

17 酒田市広報　私の街さかた　2019.2.1



写
真
特
集成

人
式

平
成
31
年 

酒
田
市

１
月
13
日
、希
望
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
成
人
式
。

ス
ー
ツ
や
色
と
り
ど
り
の
晴
れ
着
に
身
を
包
ん
だ

８
９
３
人
の
新
成
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
人
への
門
出
を
祝
っ
て



穏
や
か
な
空
の
も
と
、

友
人
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
、

笑
顔
と
歓
声
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。



vol.

旬の食材を使った料理を
酒田市食生活改善推進員がご紹介

キモドとイカの黄身酢和え
一般的に生で薬味用に使われることが多いアサツキ。しかし酒田のアサツキ「キモド」
は新芽そのものをゆでて食べます。独特の甘味とぬめり、しゃきしゃきとした歯ざわりをお
楽しみ下さい。

・キモド（アサツキ）·········· 300㌘
・イカ···································１杯
　　・だし汁····· 50cc～100cc
　　・塩··················小さじ１／４
　　・酢·························· 40cc
　　・片栗粉·················小さじ１
　　・砂糖·····················大さじ１
　　・卵黄······················１個分

材料（４人分）

つくりかた
❶ 鍋にたっぷりの水と塩ひとつまみ（分量外）を入れ、沸騰したら洗ったキモドを一度に入れる。菜ばしで全体をくるりとひっくり返し、
ゆで上がったらザルに上げる。

❷❶をすぐに冷水に浸し、キモドの色がくっきりしたら、クッキングペーパーなどで水気を切っておく。
❸ 下処理をしたイカは長さ４㌢の短冊切りにし、塩と酒（どちらも分量外）を入れた熱湯に10秒ほど入れた後、ザルに上げて水気を切って冷ます。
❹ 小鍋にＡを入れてよく混ぜ合わせ、ごく弱火にかけて木べらなどで混ぜ続ける。混ぜた時に鍋底が見えるくらいにとろっとしてきたら、
火から下ろしてぬれ布巾に乗せ、余熱を使ってもったりするまで混ぜ合わせる。

❺ ❷、❸を混ぜて器に盛りつけ、上から❹をかける。

A

┌│││││││└

58

黄身酢は、卵黄以外の
材料を火にかけ、鍋を火から
下ろしてから黄身を入れて
作る方法もあります。

後藤 敬子市健康課助産師
思春期保健相談士伝えたかった想いをここに大切 人な へ

「
ラ
ス
ト
メ
ー
ル 

送
信
！
」

大
好
き
だ
っ
た
彼
と
の
失
恋
に

泣
い
た
高
校
３
年
生
の
女
の
子
の

話
で
す
。

彼
は
社
会
人
１
年
目
。
同
じ
高

校
の
先
輩
で
し
た
。
彼
と
市
内
で

偶
然
出
会
っ
て
「
ド
キ
ッ
」
と
し

た
そ
う
で
す
。
そ
れ
以
降
、
い
ろ

ん
な
話
を
し
て
い
る
う
ち
に
大
好

き
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
で
買
っ

た
車
を
大
事
に
し
て
い
る
所
が
素

敵
だ
っ
た
し
、
そ
の
助
手
席
に
乗

れ
る
こ
と
も
う
れ
し
か
っ
た
。
１

歳
し
か
違
わ
な
い
の
に
大
人
っ
ぽ

く
て
話
す
こ
と
に
説
得
力
が
あ

り
、
声
も
大
好
き
で
し
た
。
毎
日

で
も
話
を
し
て
、
ず
っ
と
一
緒
に

い
た
く
て
「
会
い
た
い
」「
大
好

き
」
と
言
い
続
け
ま
し
た
。

あ
る
時「
少
し
時
間
が
ほ
し
い
」

「
自
由
な
時
間
っ
て
大
事
」「
疲
れ

る
」と
言
わ
れ
、や
が
て「
忙
し
い
」

「
会
え
な
い
」と
断
ら
れ
る
よ
う
。

地
元
に
就
職
が
決
ま
っ
た
こ
ろ
に

「
も
う
会
わ
な
い
」
と
連
絡
が
途

絶
え
ま
し
た
。
彼
の
こ
と
を
思
う

と
胸
が
苦
し
く
な
っ
て
涙
が
出
て

き
ま
す
。友
達
に
相
談
す
れ
ば「
あ

き
ら
め
ろ
」
と
「
会
い
に
行
け
」

に
意
見
は
分
か
れ
ま
す
。

「
そ
う
か
ぁ
、
大
好
き
だ
っ
た
ん

第20回

だ
ね
ー
…
」

あ
ふ
れ
る
涙
を
こ
ら
え
よ
う
と

す
る
姿
が
い
じ
ら
し
く
て
「
泣
い

て
も
い
い
よ
」
と
か
け
た
言
葉

に
、
彼
女
は
せ
き
を
切
っ
た
よ
う

に
泣
き
じ
ゃ
く
り
ま
し
た
。

こ
ん
な
に
人
を
好
き
に
な
れ

た
っ
て
素
晴
ら
し
い
ね
…
と
背
中

を
さ
す
り
ま
し
た
。彼
女
は
分

か
っ
て
い
た
の
で
す
。あ
る
時
期

か
ら
会
話
が
一
方
通
行
で
、連
絡

も
自
分
か
ら
だ
け
だ
っ
た
こ
と
。

自
分
は
友
達
以
上
恋
人
未
満
の
存

在
で
そ
の
中
途
半
端
を
切
っ
て
く

れ
た
の
は
彼
の
優
し
さ
。
そ
れ
で

も
「
会
っ
て
」
と
望
め
ば
彼
を
苦

し
め
る
こ
と
に
な
る
こ
と
も
…
。

好
き
に
な
っ
て
と
気
持
ち
を
押
し

付
け
る
の
を
や
め
た
の
は
彼
の
こ

と
を
思
い
や
っ
た
証
で
す
。人
を

思
う
こ
と
や
思
い
や
る
こ
と
に
は

見
返
り
は
い
り
ま
せ
ん
。彼
女
は

と
て
も
長
い
メ
ー
ル
の
文
章
を
短

く
し
「
ど
う
？
」
と
私
に
見
せ
ニ

コ
リ
と
微
笑
み
ま
し
た
。

「
も
う
少
し
、
大
好
き
は
続
く
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
出
会
え
て
良

か
っ
た
。心
か
ら
、あ
り
が
と
う
」

彼
女
か
ら
彼
へ
の
ラ
ス
ト
メ
ー

ル
で
す
。
送
信
！

20



LIFE and JOB!
ライフ アンド ジョブ

女性がいきいきと輝く、元気な市内企業を紹介します！

斎藤さん親子
書き初め、うまく書けてよかった！

るるちゃん・ねねちゃん
おせんべいつり楽しかっ

たよ

こうたろうくん・ママ
メンコじょうずにできたよ！

キリヌキ！
取材中に出会

った皆さんの素
敵な笑顔や、

美しい風景など
をキリヌキ!!

撮影場所

冬の
イベント会場

vol.
22

今回訪問した事業所　阿部エンジニアリング株式会社

今
年
３
月
に
創
業
50
年
を
迎
え
る
阿
部
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
は
、オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
に
よ

る
産
業
用
機
械
の
設
計
か
ら
製
造
、さ
ら
に
据
え

付
け
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
を
一
貫
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
用
途
を
限
ら
な
い
多
種
多
様
な
も

の
づ
く
り
は
国
内
で
も
珍
し
く
、
街
の
お
肉
屋

さ
ん
か
ら
大
手
製
造
会
社
ま
で
幅
広
い
業
種
へ

の
納
入
実
績
が
あ
り
ま
す
。

渡
会
さ
ん
は
、
も
と
も
と
工
場
内
の
庶
務
担

当
で
し
た
。
周
り
の
仕
事
を
補
助
す
る
う
ち
に

も
の
づ
く
り
に
興
味
を
持
ち
、
同
社
初
の
女
性

技
術
者
に
な
り
ま
し
た
。「
他
の
人
の
助
け
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
覚
え
た
だ
け
」
と
謙
遜
し
ま

す
が
、
女
性
ら
し
い
細
か
な
気
配
り
が
仕
事
に

も
生
か
さ
れ
、
貴
重
な
技
術
者
の
一
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

子
育
て
や
介
護
で
忙
し
い
と
き
は
、
気
軽
に

相
談
で
き
る
職
場
の
風
土
と
、
仕
事
の
段
取
り

を
工
夫
し
て
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。

休
日
は
庄
内
の
美
し
い
自
然
を
撮
影
し
て

S
N
S
で
発
信
し
て
い
る
と
い
う
渡
会
さ
ん
。

「
楽
し
み
は
仕
事
の
励
み
」
と
仕
事
も
趣
味
も

し
っ
か
り
両
立
し
て
い
ま
し
た
。

⃝

県
内
で
は
ま
だ
数
少
な
い
「
山

形
い
き
い
き
子
育
て
応
援
企
業
」

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
企
業
の
認
定
を
受

け
ま
し
た
。

⃝

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
、さ
ま
ざ
ま
な
技
術
を
持
つ「
多

能
工
」
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い

ま
す
。

⃝

資
格
取
得
費
用
を
会
社
が
負
担

し
、技
術
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

支
援
し
て
い
ま
す
。20
種
類
以
上

の
資
格
を
有
す
る
社
員
も
い
ま
す
。

阿部エンジニアリング株式会社
機械課

渡会 恵子さん

住所／酒田市北浜町2-54　電話／35-1250
業務内容／機械設計、製造業
従業員数／36人（うち、女性３人）

▲設計図を確認しながら加工▲工場内 ▲会社外観（本社）

事業所
概　要

企
業
で
の
取
り
組
み

大切な人へ／さかたの旬／ライフ アンド ジョブ／キリヌキ！
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